
内閣府本府政策体系に掲げる
令和〇年度実施施策に係る
ロジックモデル・事前分析表

政策名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

施策名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

担当部局・
作成責任者名

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

評価実施時期 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

資料２ー１
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

施策の概要

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

解決すべき問題・課題

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（具体的活動の完了後に発生す
ることが期待される変化）

（具体的活動の完了後に発生す
ることが期待される変化）

（施策の実施によって最
終的に実現することをめ
ざす状態）

事業の概要（アクティビティ） 活動実績（アウトプット） 中目標（アウトカム） 施策目標（インパクト）

【測定指標（参考指標）】
➊○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
➋○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
❸○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
➍○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
⑤○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

➊➋

❸➍

⑤

ロジックモデル 評価期間：令和〇年度〜令和〇年度
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事前分析表（概要） 評価期間：令和〇年度〜令和〇年度

施策名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

中目標〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

現状・課題 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

令和○年度
の取組

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

施策目標〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

中目標〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

現状・課題 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

令和○年度
の取組

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇

〇％
（基準年度：R〇年度）

〇％
（R〇-1年度実績値）

〇％
（R〇年度目標値）

〇％
（基準年度：R〇年度）

〇％
（R〇-1年度実績値）

〇％
（R〇年度目標値）

3



R〇年度 R〇年度 R〇年度 R〇年度 R〇年度

目標値
（目標年度）

年度ごとの
目標値

基準値
（基準年度）

年度ごとの
実績値

中 目 標 〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

測定指標〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

参考情報

（１）参考となる情報

（２）施策に関連する主な内閣府事業（開始年度）
・
・
・
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（１）作成に当たっての考え方
① 政策評価の事前分析表の作成の前に、施策の

目的の達成までの因果関係を整理するためにロ
ジックモデルを作成。

② ロジックモデルによって因果関係を整理することで、
i. 各目標（指標）がアウトカムに当たるも

のなのか、アウトプットに当たるものなのか
を整理。

ii. 事業、アウトプット、アウトカム、インパクトの
関係性が明確になる。

iii. 事前分析表及びそれに基づいて行う事後
評価の質の向上に期待。
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（１）ロジックモデルの構成要素
① 「解決すべき問題・課題」
② 「施策の概要」
③ 「施策目標（インパクト）」
④ 「中目標（アウトカム）」
⑤ 「活動実績（アウトプット）」
⑥ 「事業の概要（アクティビティ）」「インプッ
ト」

⑦ 「指標」（測定指標又は参考指標）

※ 作成の際は、
・「因果関係がつながっているか」、
・「活動実績（アウトプット）と中目標（アウト

カム）が整理・区別されているか」、
・「施策目標に対する寄与度が小さい要素を捨象

し、重点化したロジックモデルとなっている
か」を確認。

③⑤

①

⑥ ④

②

⑦
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（２）各要素の説明・記載内容

① 解決すべき問題・課題

i. 施策の背景にある問題・課題を記入。

ii. 施策の必要性の根拠となる社会課題やボ
トルネックを記載する欄であって、施策
の内容を記入する欄とはしない。

② 施策の概要

i. 施策の内容を簡潔に記入。

※ ①、②について、枠内に記載しきれない

場合は、別途資料を添付することも可能。

① ②
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③ 施策目標（インパクト）

i. 「施策の実施によって最終的に実現すること
をめざす社会の状態」（＝①の「解決すべき
問題・課題」が解決された状態）を、施策が
達成すべき目標として設定し、記入。

③
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④ 中目標（アウトカム）

i. 「事業等の具体的活動の介入後・完了後に、
国民（事業等のターゲットとなる集団・組
織）や社会に発生することが期待される変
化」を記入。

ii. 後述の活動実績（アウトプット）との差異を
意識して設定。

iii. ロジックモデルの簡潔性を高めるため、中目
標（アウトカム）は、原則として１段階とし
て記載（１段階に絞り切ることができない場
合には、例外的に２段階とする。）。

④
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⑤ 活動実績（アウトプット）

i. 事業等の行政の活動によって直接産出される
結果（＝財・サービス・状態（例：窓口の設
置、説明会の開催、参加者の理解度の向上
等））を記入。⑤
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⑥ 事業の概要（アクティビティ）、事業等の具体的
活動内容（＝インプット）

i. 「事業の概要（アクティビティ）」には各事
業等の具体的内容を記入。

ii. 「インプット」には当該事業等に必要な予
算・税制措置・人的資源・物的資源等を記入。

iii. 記載に当たっては、可能な限り、「行政事業
レビューシート」の内容と整合するように記
載。

⑥
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⑦ 指標（測定指標又は参考指標）
i. 「施策目標（インパクト）」「中目標（アウ

トカム）」について、それぞれの達成状況を
測定することができる指標を設定。

ii. 設定に当たっては、「施策目標・中目標・活
動実績に対する説明力の強さ」「統計周期」
(※１年で1回以上測定できるものが望ましい)
を考慮して設定。

※ 測定の容易性ではなく、施策目標等を的確に
測定できる指標を設定。

iii. 定量的な指標が望ましいが、定性的に把握す
る手法が当該政策の推進にとって合理的であ
ると考えられる場合には、定性的な指標でも
差し支えない。なお、定性的な指標の設定に
当たっては、評価内容の検証可能性を確保す
るため、当該指標の実績等が公開された情報
源から把握できることに留意。

iv. 1つの「施策目標（インパクト）」「中目標
（アウトカム）」「活動実績（アウトプッ
ト）」に対して複数の指標が想定される場合
は、可能な限り全て記入。

【次ページに続く】

⑦
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⑦ 指標（測定指標又は参考指標）

v. 「施策目標（インパクト）」「中目標（アウ
トカム）」に設定した指標は、測定指標とし
て最下部に記載。

・測定指標とは
目標値を年度単位で設定し、事後評価の際に、

その目標値への達成度合いを評価するための指標。

vi. v．で測定指標が設定できない場合は、「活動
実績（アウトプット）」について参考指標を
設定し、最下部に記載。

・参考指標とは
測定指標だけでは施策の進捗を十分に説明・把

握できない場合など、測定指標には該当しないも
のの、施策目標（インパクト）・中目標（アウト
カム）の達成状況を把握するために補助的に活用
する指標。

⑦
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（１）作成に当たっての考え方

ロジックモデルによる施策の目標達成
までの因果関係の整理に基づいて、当該
施策の目標・その達成手段等を政策の実
施前に示し、事後評価の枠組みを設定す
るために、事前分析表を作成。

施策目標・中目標は、ロジックモデル
で設定したものをそのまま転記。

その上で、事前分析表においては、目
標値等を新たに記載。
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（２）各要素の説明・記載内容

① 左図の赤枠部分（施策名等）については、
以下のとおり記載。

i. 「施策名」欄
政策体系上の施策名を記載。

ii. 「施策目標〇」欄
ロジックモデルの「施策目標（インパ

クト）」の記載と同内容を記載。

ⅰ）
ⅱ）

ⅰ）
ⅱ）
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② 左図の赤枠部分（中目標等）につい
ては、以下のとおり記載。

i. 「中目標〇」欄
ロジックモデルの各「中目標（アウト

カム）」の内容を、ロジックモデルに掲
げている順に、そのまま記載。

ii. 「現状・課題」欄
対象とする施策の状況や社会的影響を

踏まえ、今後解決しなければならない問
題について、簡潔に記載。

iii. 「令和○年度の取組」欄
対象とする施策について、当該年度の

具体的な取組内容を簡潔に記載。

【次ページに続く】

ⅰ）
ⅱ）

ⅲ）

ⅳ）
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iv. 「測定指標又は参考指標」欄
ロジックモデルに記載の測定指標又は

参考指標について、黒色の枠内に基準値、
実績値及び目標値を記入。
基準値は、原則、直近の数値で設定す

ることを推奨するが、直近の数値を設定
することが適当できない場合は、この限
りではない。
また、実績値は事前分析表作成時の前

年度分（その時点の最新値）を、目標値
は事前分析表作成時の値を記載。

※ 中目標等の個数に応じて、各項目も
増やしていく。（記載要領は同様）

ⅰ）
ⅱ）

ⅲ）

ⅳ）
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（１）作成に当たっての考え方

ロジックモデル等を説明する際の補足
資料として作成。

① 左図の赤枠部分（中目標等）については、
下記のとおり記載。

i. 「中目標」欄
ロジックモデルの「中目標（アウトカ
ム）」の記載をそのまま転記。

ii. 「測定指標」欄
ロジックモデルの「測定指標」の記載を
そのまま転記。また、測定指標を設定し
ていない場合は、ロジックモデルの「参
考指標」の記載をそのまま転記。その際
は、当該欄の名称を「参考指標」に変更。

ⅰ）
ⅱ）
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② 左図の赤枠部分（目標値等）につい
ては、下記のとおり記載。

i. 「目標値（目標年度）」欄
測定する指標の目標値、改行して目標を
達成しようとする年度を記載。また、定
性的な測定指標の場合は、当該欄の名称
を「目標（目標年度）」と変更し、測定
する指標が目標とする水準及び目標を達
成しようとする年度を記載。

ii. 「基準値（基準年度）」欄
指標を測定する際に基準とする値、改行
して基準とする年度を記載。また、定性
的な測定指標の場合は、当該欄の名称を
「基準（基準年度）」と変更し、指標を
測定する際に基準とする水準及び基準と
する年度を記載。

ⅰ）

ⅱ）
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iii. 「年度ごとの目標値」欄
測定指標の各年度における目標値を設
定・記載。年度ごとの目標値が設定でき
ない場合は、各年度欄をセル結合し、
「△△（令和〇年度までの目標値）」と
記載。また、定性的な測定指標の場合は、
当該欄の名称を「年度ごとの目標」と変
更。

iv. 「年度ごとの実績値」欄
事前分析表作成時に各年度分を記載。
（初年度は除く。）毎年度、実績値を把
握し、必要に応じて目標値等を見直し。

ⅲ）

ⅳ）
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③ 左図の赤枠部分については、下記の
とおり記載。

i. （１）について、測定指標等に関す
る補足事項があれば、白書等に記載
の統計情報（グラフ・図表etc）、根
拠となる閣議決定及び政府方針等に
ついて記載。なお、数は問わない。

ii. （２）について、施策に関連して、
白書等に記載の統計情報（グラフ・
図表etc）、根拠となる閣議決定及び
政府方針等があればそれについて記
載。なお、数は問わない。

※ （１）、（２）について、枠内に記
載しきれない場合は、別途資料を添付す
ることも可能。

ⅰ）

ⅱ）
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内閣府本府政策体系に掲げる
令和〇年度実施施策に係る

政策評価書
政策名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

施策名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

担当部局・
作成責任者名

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

評価実施時期 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

資料２ー２
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

施策の概要

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

解決すべき問題・課題

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動
の内容＝インプット）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（事業等の具体的活動によって
直接産出される結果や状態）

（具体的活動の完了後に発生す
ることが期待される変化）

（具体的活動の完了後に発生す
ることが期待される変化）

（施策の実施によって最
終的に実現することをめ
ざす状態）

事業の概要（アクティビティ） 活動実績（アウトプット） 中目標（アウトカム） 施策目標（インパクト）

【測定指標（参考指標）】
➊○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
➋○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
❸○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
➍○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
⑤○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

➊➋

❸➍

⑤

ロジックモデル 評価期間：令和〇年度〜令和〇年度
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政策評価書 評価期間：令和〇年度〜令和〇年度

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

評価期間中の取組 評価期間中の取組に対する分析

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

今後の方向性

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇〇〇〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇〇

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〇○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〇％
（最終年度実績値）

〇％
（目標値）

〇％
（基準年度：R〇年度）

〇％
（基準年度：R〇年度）

〇％
（最終年度実績値）

〇％
（目標値） 24



R〇年度 R〇年度 R〇年度 R〇年度 R〇年度

目標値
（目標年度）

年度ごとの
目標値

基準値
（基準年度）

年度ごとの
実績値

中 目 標 〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

測定指標〇 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

参考情報

（１）参考となる情報

（２）施策に関連する主な内閣府事業（開始年度）
・
・
・
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（１）作成に当たっての考え方

事後評価（政策評価）は、政策の決定
後において、政策効果を把握し、事前に
ロジックモデル・事前分析表を作成・活
用することで、これを基礎として、政策
の見直し・改善や新たな政策の企画立案
及びそれに基づく実施に反映させるため
の情報を提供する見地から行う。
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① 左図の赤枠部分（現状の取組）については、
以下のとおり記載。

i. 黄色枠部分の記載方法について
ロジックモデルの「事業の概要（アク

ティティ）」の事業内容を3行程度で記載
し、文末に事業の開始年度を記載。また、
予算事業は、「行政事業レビューシー
ト」における事業単位で記載し、上記同
様、事業内容を具体的に3行程度、文末に
事業の開始年度も記載。なお、「行政事
業レビューシート」の内容と一致するよ
うにする。

ii. 測定指標及び参考指標の記載方法に
ついて

ロジックモデルに記載の測定指標又は
参考指標について、黒色の枠内に事前分
析表において設定した指標を測定する際
の基準値を記載。

（ⅰ）

（ⅱ）
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② 左図の赤枠部分（取組に対する分析）につ
いては、以下のとおり記載。

i. ピンク枠部分の記載方法について
目標達成度合いの測定結果に係る要因

について、
・達成手段（事務事業）が目標達成に十
分に寄与したか
・事前に想定できなかった外部要因の影
響はあったか
等の観点から、各中目標や測定指標ごと
に分析し、具体的に３行程度で記載。

ii. 測定指標及び参考指標の記載方法に
ついて

ロジックモデルに記載の測定指標又は
参考指標について、実績値は評価書作成
時点の最新値（＝最終年度分の数値）を、
目標値は指標を測定する際に設定した値
を黒色の枠内に記載。

（ⅰ）

（ⅱ）
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③ 左図の赤枠部分（今後の方向性）について
は、以下のとおり記載。

i. 緑枠部分の記載方法について
「評価期間中の取組」及び「評価期間

中の取組に対する分析」を踏まえ、施策
の改善や見直しの方向、今後重点的に取
り組む事項について、具体的に３行程度
で記載。

※改善や見直しを必要とする事項がな
かった場合には引き続き既存の取組を実
施する旨を記載。

※「評価期間中の取組」及び「評価期間
中の取組に対する分析」を踏まえた目標
及び測定指標の妥当性の検証及びそれを
踏まえ見直しを行う場合はその見直しの
内容を記載。

（ⅰ）

29


	資料２－１
	ロジックモデル
	事前分析表（概要）
	補足資料様式
	ロジックモデル説明
	ロジックモデル説明①②
	ロジックモデル説明③
	ロジックモデル説明④
	ロジックモデル説明⑤
	ロジックモデル説明⑥
	ロジックモデル説明⑦
	ロジックモデル説明⑦
	事前分析表説明
	事前分析表説明（施策名等）
	事前分析表説明（中目標等）
	事前分析表説明（中目標等）
	補足資料様式説明（中目標等）
	補足資料様式説明（目標値等）
	補足資料様式説明（年度ごとの目標値等）
	補足資料様式説明（参考情報）
	資料２ー２
	ロジックモデル
	政策評価書
	補足資料様式
	政策評価書説明
	政策評価書説明（評価期間中の取組）
	政策評価書説明（評価期間中の取組に対する分析）
	政策評価書説明（今後の方向性）



